いとうせいこう×奥泉 光
＜文芸漫談シーズン７＞
　夏目漱石『明暗』
この企画は、いとうせいこうと奥泉光が、小説の面白さを、笑いを取りながら伝えたいと、漫談形式で始めた文学ライブです。
芥川賞作家と稀代の仕掛人が捨て身でおくる、漫談スタイルの超ブンガク実践講座。
小説の書き方・読み方がクスクスわかる？かも！
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2006年5月から年3回のシリーズで始まったこの会は、お客様に支えられながら今回で60回目となりました。会場は渋谷のユーロライブです。

内容、構成はいたってシンプルで、作家・クリエーターとして活躍する“いとうせいこう”と、芥川賞作家の“奥泉光”が、名作と言われる文学作品に笑いを取り入れながら紐解いて行く漫談形式のトークショー（文芸漫談）です。
同類のトークショーのように、作品への理解を与えることにこそ違いはないのですが、そこに、博学がユーモアをまとったような二人の『笑い』が入ることにより、お客さまの興味をより深いところまで誘い、“豊かな文学”になるのでは、との試みです。

今回のお題は夏目漱石の「明暗」。
勤め先の社長夫人の仲立ちで現在の妻お延と結婚し、平凡な毎日を送る津田には、お延と知り合う前に将来を誓い合った清子という女性がいた。ある日突然津田を捨て、自分の友人に嫁いでいった清子が、一人温泉場に滞在していることを知った津田は、秘かに彼女の元へと向かった……。
濃密な人間ドラマの中にエゴイズムのゆくすえを描いて、日本近代小説の最高峰となった漱石未完の絶筆。
今回も、何だそれなら知っているよ！と、言われる方も、二人の手にかかると、なんと、こんな読み方もあったのかと納得いただけるものと思いますよ！
出演■いとうせいこう／奥泉 光
日時■2026年7月19日（日）14：30開場／15：00開演
料金■全席指定席　予約・当日共　☆3,000円
会場■ユーロライブ（☎ 03-6675-5681）渋谷区円山町1-5 KINOHAUS 2F
　　　　　　渋谷駅下車、Bunkamura前交差点左折　ユーロスペース内
ﾁｹｯﾄ問合せ■Ｋ・企画　（TEL＆FAX 03-3419-6318）
　　　　　　　https://www.k-kikaku1996.com/
　　　　　■イープラス　< https://eplus.jp/>
　　　　　■チケットぴあ　Pコード：660367 < https://t.pia.jp/>
■カンフェティとりおきシステム
　https://torioki.confetti-web.com/form/4712
主催■舞台よろず相談所 Ｋ・企画

「明暗」梗概

新婚の男には、忘れられない女がいた――。
大正5年、漱石の死を以て連載終了。
人間のエゴイズムの真髄に迫った、未完にして近代文学の最高峰。

勤め先の社長夫人の仲立ちで現在の妻お延と結婚し、平凡な毎日を送る津田には、お延と知り合う前に将来を誓い合った清子という女性がいた。ある日突然津田を捨て、自分の友人に嫁いでいった清子が、一人温泉場に滞在していることを知った津田は、秘かに彼女の元へと向かった……。
濃密な人間ドラマの中にエゴイズムのゆくすえを描いて、日本近代小説の最高峰となった漱石未完の絶筆。

新潮文庫収録「明暗」より
「貴方は何故清子さんと結婚なさらなかったんです」
問は不意に来た。津田は俄かに息塞(いきづま)った。黙っている彼を見た上で夫人は言葉を改めた。
「じゃ質問を易(か)えましょう。――清子さんは何故貴方と結婚なさらなかったんです」
今度は津田が響(ひびき)の声に応ずる如くに答えた。
「何故だか些(ちっ)とも解らないんです。ただ不思議なんです。いくら考えても何にも出て来ないんです」
「突然関さんへ行っちまったのね」
「ええ、突然。本当を云うと、突然なんてものは疾(とっく)の昔に通り越していましたね。あっと云って後を向いたら、もう結婚していたんです」……(本書461ページ)

夏目漱石　＜1867年～1916年＞

本名、夏目金之助。
1867（慶応3）年、江戸牛込馬場下（現在の新宿区喜久井町）に生れる。
帝国大学英文科卒。 松山中学、五高等で英語を教え、英国に留学した。
留学中は極度の神経症に悩まされたという。 帰国後、一高、東大で教鞭をとる。
1905（明治38）年、『吾輩は猫である』を発表し大評判となる。
翌年には『坊っちゃん』『草枕』など次々と話題作を発表。
1907年、東大を辞し、新聞社に入社して創作に専念。
『三四郎』『それから』『行人』『こころ』等、日本文学史に輝く数々の傑作を著した。
最後の大作『明暗』執筆中に胃潰瘍が悪化し永眠。享年50才。

出演者紹介

【いとうせいこう】

1961年、東京生まれ。早稲田大学法学部卒業。作家、クリエーター。
『ノーライフキング』で小説家としてデビュー。最新小説に『小説禁止令に賛同する』。主な作品に『想像ラジオ』『存在しない小説』『鼻に挟み撃ち他三編』。
ノンフィクション･対談集に『国境なき医師団を見に行く』『ラブという薬』『今夜、笑いの数を数えましょう』「ど忘れ書道」「ガザ、西岸地区、アンマン」「福島モノローグ」「われらの牧野富太郎！」『今すぐ知りたい日本の電力』『ラジオご歓談！爆笑傑作選』『東北モノローグ』『能十番』などがある。
盟友・みうらじゅん氏との共作「見仏記」シリーズでは新たな仏像の鑑賞を発信するなど、常に先の感覚を走り創作し続けるクリエーターである。
その他、舞台・音楽・テレビなどで活躍中。
公式HP＝http://www.cubeinc.co.jp/ito/

【奥泉 光】

1956年、山形生まれ。国際基督教大学大学院修了。小説家。
『石の来歴』で芥川賞、『東京自叙伝』で谷崎賞、『雪の階』では柴田錬三郎賞を受賞、『虚史のリズム』で毎日芸術賞を受賞、『清心館小伝』で川端康成文学賞を受賞。
他の主な小説に『虫樹音楽集』『シューマンの指』『神器　軍艦「橿原」殺人事件』『グランド･ミステリー』など。
いとうせいこうとの共著に『文学の聖典』『世界文学は面白い｡』などがある。
公式HP＝http://www.okuizumi.com/
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